
※

　　（後援）富士宮市　　富士市

その他： 誰でも入場無料・託児あり

　　（主催）ふじ虹の会　URL：http://www.geocities.jp/fujinijinokai/

　　（共催）静岡県富士児童相談所　　誠信会児童家庭支援センターパラソル

日　時：

場　所：

平成26年11月2日(日)
9:30～16:30（9時受付開始）

申し込みは裏面をご覧ください。

富士宮市総合福祉会館

安藤記念ホール　ほか
〒418-0005　富士宮市宮原7番地1
駐車場に限りがあります。公共の交通機関をご利用い
ただくか、なるべく乗り合わせてお越しください。

フォスターとは「（実子でない子を）養育す

る・育成する」という意味です。 

同じ地域で暮らす大人が集まってこどもの育

ちについて胸を熱くする。それが、私たちの

考える「フォスターセッション」です！ 

 9:00 開場・受付開始                     

 9:30 開会・行政説明「富士管内の現状」   静岡県富士児童相談所 

10:00 パネルトーク             ふじ虹の会 副会長 村松輝昌 

      「社会情勢から考える         富士宮市議会議員 佐野和彦 諏訪部孝敏 

          こどもの権利と大人の暮らし」 富士市議会議員 小沢映子 小池よしはる 

11:00 児家セン・児童福祉施設企画       

      「こどもが住む家からのメッセージ」  管内児童福祉施設 

12:00 昼休憩（会場での昼食販売はありません）  

13:00 ミニスピーチ「新しいバリューと解放」  

      ①「夏に出会った中高生たち」篠崎美保  ②「ハイスペック＜ハイスキル。見えないスキルを活かせ！」坂間多加志 

      ③「子育てママのリアルボイス」野田千絵 ④「もしも私が里親になったら」望月亜矢子 

14:00 緊急会議               ふじ虹の会 会長 坂間多加志 

      「そろそろ性虐待について考えよう」   

14:30 鼎談                 母力向上委員会 代表 塩川祐子 

      「Mamaは一日にしてならず       母力向上委員会 小野麗佳 

           （Papaも忘れないでね）」  浄土真宗本願寺派常願寺 副住職 赤渕淳心 

15:30 ラストスピーチ「ふつうになりたい」  金森沙織 

16:00 閉会謝辞 

今年のテーマは 

「解放」 
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名前 年齢

名前 年齢

名前 年齢

６．その他、配慮が必要な事柄

4.所属団体名

5.一緒に参加申し込みされる方のお名前

下記にご記入のうえ、そのままFAXしていただいても構いません。（０５４５‐３６‐１２５４あて）

７．託児希望の場合は、子どもの名前と年齢、託児に関する留意点

　富士宮市役所　子ども未来課（担当　佐野）

申し込み先　・　問い合わせ先

　静岡県富士児童相談所（担当　佐野）

fujinijinokai@yahoo.co.jp　ふじ虹の会　（E-mailのみ）
　誠信会児童家庭支援センターパラソル

　富士市役所　子育て支援課（担当　内海）
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3.電話番号

２．市町村名（※）

５．一緒に申し込みされる方の名前

富士市・ 富士宮市 ・その他 （　　　　　　）

2.市町名

6.その他、配慮が必要な事柄（車椅子や手話通訳の利用等）

０５４５-６５-２２０８

０５４５-５５-２７６３
０５４４-２２-１１４６

０５４５-３７-１０１０ ０５４５-３２-８０１０
parasoru@seishinkai.info

参加申し込み

４．所属団体名１．名前（※）
申し込み記載事項 　（※）は必ず記入してください。　個人情報は適切に管理し、本事業の連絡のみに使用します。

応募フォームQRコード

　入場、託児は無料です。
　参加ご希望の方は、FAX、Eメール、インターネット上の応募フォーム（スマホ可）にてお申し込みください。
　託児は10月20日までに申し込んでください。
　◎応募フォームは、フォスターセッション特設ページからどうぞ
http://www.geocities.jp/fujinijinokai/fs.htm

３．電話番号（※）

残念なのは、こんな魅力的な内容を全市民に見せられないのが、もったいないとしか言いようがありません。
（来年度も）必ず行きます！チラシをまず貰いに行き、配布したいです！たくさんの人に聞いて見て貰いたいです。これからも今の気持ちはずっと忘れません。

最後の里親発表に、涙が溢れてきました。

壇上での堂々とした発言や振る舞いを見て震えました。
相手の本気を引き出すには、こちらの本気が先ず必要ですね＾＾

みんなが「親」でいる幸せを皆が感じれたらいいな。

考えて考えて、考えるだけでなにも出来ない無力な自分を感じてます。

行政は変わらないなんてボヤくぐらいなら、今できる事をちょっとづつやらなきゃなと反省です。

歯切れのいい世間のぶった切りっぷりに共感。

いろいろなもの・世界？・分野？を繋げようとする発想が新鮮で「面白い！」

本当に濃厚な時間。自分の中に入ってきた情報や感情の多さにオーバーヒート。

日々の仕事で精神的に疲れていましたが、また頑張ろうと元気をもらいました。私も何か始めたいと思いました。

すごく良かった。内容が本当に盛りだくさんで。まぢで！あの場に居れて良かった。

コンセプト 里親制度

自分の子供が大人になった時の明るい未来のためにも、いまの大人がきちんと育てていかないと。

来場すればわかる。心が奮える１日！

 里親制度は、様々な事情により家庭で暮らす

ことが困難になったこどもに、里親家庭での養

育を提供する制度です。里親は研修・調査・審

議を経て県知事に認定され、里親登録されま

す。 

 また、毎年10月を里親月間とし、全国的に啓

発による里親登録促進や養育技術の向上と相

互連携の強化が図られています。 

 児童相談所における児童虐待相談対応件数は一貫して増え続けています。

その一方で少子高齢化、緊縮財政、大増税、可処分所得の低下等、働き盛り

や子育て世代の大人を取り巻く社会環境は益々厳しさを増していきます。これ

は、どこか遠いところの話ではなく、私たちが暮らす富士・富士宮の話です。 

 このセッションでは、大人の苦しみ、こどもの悲しみに対して「地域で共に暮ら

す私たちに課せられるミッションは何か？」を施設・地域・当事者等の様々な方

面から解いていきます。 


